









In the 1960s, “Sporting girls” were began to appear in monthly girls magazines of cartoon. In “ATACK No.1” and 
“SAINHA V!”, they played volleyball practice very hard and had a lot of worry about love, friendship.
From oil shock period onwards in Japan, be changing of high industry growing period for stability industrial 
growing period, the their interests of many Japanese people were searched for personal virtues. 
In the 1970s, girls magazines of cartoon were steadily declining.









The study of In the post modern representashion of “Sporting Girls” and the formations of 
consciousness in readers of monthly girls magazines:
focsed on confl ict caught between love and sports practices of many girls readers of 










































































野千賀子の作品であり，1968（昭和 43）年 1月から 1970（昭和 45）年 12月まで集英社刊行の『週刊マーガレッ
ト』において連載されていた。またマーガレットコミックスから全 12巻が刊行され，少女マンガの単行本
として初めて 10巻を超えた初めての作品となったといわれる。
なお続編としては，1975（昭和 50）年に連載された『新アタック No.1』がある。1969（昭和 44）年から
1971（昭和 46）年まで，フジテレビ系列でテレビアニメが放送された。また，アニメを編集した映画版が





















































































































































































































１） Aさんの感想。（2018年 11月 11日。インタビューは愛知県名古屋市にて）。なお感想については，「スポー
ツ少女マンガの思い出について」というテーマでそれぞれ 3名の方にお話しいただいたものである。

























13） オフィス JB『完全保存版　大好きだった！ 少女マンガ　70年代編』双葉社，2014年．
14） 『このマンガすごい！』編集部『大人の少女マンガ手帖　熱血！ スポ根ヒロイン　コノマンガすごい』
宝島社，2018年 5月．
【写真１】「アタックNo.1」 【写真２】『サインは V!』単行本表紙 【写真３】『エ スーをねらえ』単行本表紙

